
低コスト乳配のコンセプトカウコンフォートの実践

A、B各農場の成績の推移（●＝A農場、●＝B農場）
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変化なしマッシュ飼料へ切り替え

乳量

変化なし

乳タンパク
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乳脂肪

開始前の
年間平均
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DATA事業規模
所 在 地：関東地方
搾乳牛頭数：Ａ農場７０頭
　	 　  Ｂ農場２００頭

ス
タ
ー
ト
時
は
不
安
が
あ
っ
た
が 

３
ヵ
月
後
に
は
手
ご
た
え

両
農
場
と
も
、
当
初
は
従
来
の
フ
レ
ー

ク
＋
マ
ッ
シ
ュ
（
粉
砕
）
＋
粗
飼
料
タ
イ

プ
の
飼
料
か
ら
、
低
コ
ス
ト
の
オ
ー
ル
マ

ッ
シ
ュ
（
以
下
、
マ
ッ
シ
ュ
）
タ
イ
プ
へ

の
切
り
替
え
に
は
不
安
が
あ
り
、
成
績
低

下
の
懸
念
が
強
か
っ
た
。

し
か
し
、
全
農
笠
間
乳
肉
牛
研
究
所
の

デ
ー
タ
を
紹
介
し
理
解
を
深
め
、
飼
料
価

格
抑
制
の
た
め
に
思
い
切
っ
た
英
断
で
、

給
与
試
験
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

飼
料
の
切
り
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
く

み
あ
い
飼
料
の
担
当
者
が
頻
繁
に
農
場
と

連
絡
を
取
り
合
い
、
マ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ
の

物
性
の
変
化
に
対
し
て
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
ミ
キ
サ

ー
に
投
入
す
る
原
料
の
順
番
を
変
更
し
た

り
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
撹
拌
す
る
際
の
乾
牧
草
の

切
断
長
や
牛
の
状
態
に
注
意
を
払
う
な
ど

の
対
応
策
を
実
施
し
た
。

試
験
開
始
か
ら
の
３
ヵ
月
後
の
結
果

は
、
低
コ
ス
ト
乳
配
を
給
与
し
て
も
乳
量

に
影
響
は
な
く
、
ま
た
、
乳
脂
率
お
よ
び

乳
タ
ン
パ
ク
質
も
従
来
の
飼
料
と
比
較
し

て
も
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
両
農
場

と
も「
以
前
の
泌
乳
牛
用
飼
料
は
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
圧
ぺ
ん
・
綿
実
部
分
を
選
び
食

い
す
る
牛
も
散
見
さ
れ
た
が
、
マ
ッ
シ
ュ

形
態
に
な
っ
た
こ
と
で
選
び
食
い
が
で
き

な
く
な
り
、
結
果
と
し
て
、
ル
ー
メ
ン
内

の
発
酵
が
安
定
し
、
牛
の
糞
の
状
態
は
以

前
よ
り
も
改
善
し
た
」と
い
う
。

１
年
後
の
生
産
成
績
も 

大
き
な
変
化
は
な
し

試
験
開
始
か
ら
３
ヵ
月
後
の
乳
量
、
乳

成
分
に
変
化
が
な
く
と
も
、
酪
農
経
営
で

大
事
な
こ
と
は
長
期
的
な
生
産
性
へ
の
影

響
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
試
験
開
始
か
ら

１
年
間
の
生
産
成
績
の
推
移
を
左
図
に
示

し
た
。
結
果
と
し
て
、
両
農
場
と
も「
低

コ
ス
ト
乳
配
を
給
与
し
て
も
、
乳
量
、
乳

成
分
に
は
変
化
は
な
い
。
懸
念
材
料
で
あ

っ
た
繁
殖
成
績
も
従
来
と
変
わ
ら
な
い
。

コ
ス
ト
が
下
が
っ
た
分
だ
け
経
営
に
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い
る
」と
の
こ
と
。

基
本
で
あ
る 

カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
を
充
実

乳
牛
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

い
か
に
快
適
に
牛
を
管
理
す
る
か
が
鍵
と

な
る
。

両
農
場
で
は
、
①
清
潔
で
き
れ
い
な
飼

槽
を
完
備
、
②
大
量
の
換
気
扇
に
よ
る
換

気
、
③
カ
ウ
ブ
ラ
シ
を
設
置
す
る
、
な
ど

カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
の
改
善
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
般
的
に
、
慣
れ
親
し
ん
だ
従
来
の
飼

料
か
ら
の
切
り
替
え
に
は
抵
抗
を
示
す
生

産
者
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
条
件
が

一
致
し
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
給
与
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
て
い
る
生
産
者
に
マ
ッ
シ
ュ
飼
料
を
提

案
す
る
こ
と
は
、
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
よ

る
酪
農
経
営
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

今
回
は
「
マッ
シ
ュ
（
粉
砕
）
形
態
」
の
低
コ
ス
ト
乳
牛
用
飼
料
の
給
与
試
験
に
取

り
組
み
、
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
た
２
軒
の
酪
農
家
の
生
産
成
績
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
飼
料
価
格
が
高
騰
を
続
け
た
２
０
０
８
年
の
11
月
に
切
り
替
え
、
経
過
を
追
っ

て
い
る
が
、
成
績
は
安
定
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｍ
Ｒ
に
低
コ
ス
ト
の

マ
ッ
シ
ュ
飼
料
を
利
用
し
、

コ
ス
ト
削
減
を
達
成

1

乳 牛
A農場の取り組み

搾乳牛70頭規模、フリーバーン牛舎でTMR飼料を給与

B農場の取り組み
搾乳牛200頭規模、フリーストール牛舎でTMR飼料を給与

TMR飼料を十分に給与

マッシュ形態の
低コスト乳配

大きな水槽の設置

換気扇の設置

飼槽レジンの塗布で表面をなめらかにする

加工コストの安い「マッシュ（粉砕）」タイプとし、
既存の標準的な泌乳用飼料と同じ成分レベル（一
般成分、ビタミン・ミネラル）の維持を前提に、原

料の使用割合を柔軟に変更することでコスト低減を図った

「マッシュ」タイプの飼料を採用するにあたり、
（１）飼料を給与する飼槽は表面がなめらかで、清
潔であること　（２）飛散ロスの少ないＴＭＲ給与

システムの基礎配合であること、などに注意した

1
2

※農場の牛群構成によって乳量・乳成分に多少の変動はあるものの、マッシュ飼料の給
与による変化はない


